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宝
達
志
水
町
以
北
の
能
登
地
域
が
「
国
の
特
別
天
然
記
念

物
ト
キ
」
の
放
鳥
の
候
補
地
と
し
て
選
定
さ
れ
た
こ
と
が
公

表
さ
れ
ま
し
た
。
能
登
地
域
の
美
し
い
里
山
里
海
で
ト
キ
を

放
鳥
す
る
た
め
に
は
、
県
と
能
登
地
域
が
一
体
と
な
り
、
ト

キ
と
共
生
す
る
里
地
づ
く
り
の
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
り
、

ト
キ
と
の
共
生
は
美
し
く
農
地
を
管
理
し
て
い
く
こ
と
に
も

繋
が
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
ト
キ
が
安
心
し
て
生
息

で
き
る
環
境
づ
く
り
の
た
め
に
、
ト
キ
の
背
丈
以
上
の
草
が

生
い
茂
っ
て
い
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
畦
道
の
草
刈
り
は
も

と
よ
り
、
農
地
そ
の
も
の
を
農
地
と
し
て
美
し
く
管
理
し
て

い
た
だ
く
よ
う
皆
様
に
お
願
い
し
ま
す
。

　
当
委
員
会
で
も
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
と
し
て
農
地
を
い
か
に

管
理
し
て
い
く
か
の
意
向
を
農
地
所
有
者
の
方
に
お
聞
き

し
、
皆
様
の
意
向
の
取
り
ま
と
め
を
進
め
な
が
ら
人
・
農
地

プ
ラ
ン
の
目
標
地
図
作
成
を
進
め
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま

す
。
農
業
経
営
者
の
皆
様
に
は
、
農
地
を
農
地
と
し
て
守
り

受
け
継
ぐ
た
め
に
、
労
働
力
不
足
や
担
い
手
不
足
と
い
う
課

題
も
あ
り
ま
す
が
、
ご
自
身
で
の
耕
作
が
難
し
い
と
言
う
場

合
は
、農
地
バ
ン
ク
の
利
用
で
担
い
手
の
方
に
貸
し
出
す
等
、

適
正
な
農
地
管
理
を
は
か
り
、
今
現
在
の
こ
と
だ
け
で
は
な

く
、
将
来
を
見
据
え
た
長
期
間
に
お
い
て
の
展
望
を
お
願
い

す
る
次
第
で
す
。

　
耕
作
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
て
き
た
、
誰
か
に
耕
作
を

任
せ
た
い
場
合
は
遊
休
、
荒
廃
農
地
と
な
る
前
に
地
域
の
農

業
委
員
ま
た
は
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。



２

農地の利用状況調査

「農地パトロール」を実施します

　８月５日に中能登町の「ラピア鹿島」にて能登地区農業委員会研修
会及び農地パトロール出発式が開催されました。全国農業会議所稲垣
照哉事務局長から「農業委員会を巡る新たな情勢と新たな農地利用最
適化」として農業委員会が取り組む農地利用最適化活動の必要性と将

来に向けての目標地図の作成について学びました。
　また、情勢報告として全国農業協同組合連合会石川県本部生産資材部の中西良祥専任部長
から輸入に依存している肥料原料の価格が上昇している
ことやロシアによるウクライナ侵攻による輸入縮小等に
加え、急激な円安も加わり、価格はますます影響を受け
史上最高水準までに高騰していると説明がありました。
このような情勢のなか、農業経営者への安定調達を確保
するため努力されている様が見受けられました。
　パネルディスカッションでは、中能登町農業委員会委
員２名、珠洲市農業委員会委員２名の方がパネラーとな
り農地の集積活動や法人が人材派遣を行い、農業と観光
業の繁忙期への派遣を行う新しい取り組み、今後の課題
等について意見が交わされました。
　研修会終了後には、農地パトロール出発式が行われ、
中能登町農業委員会細川会長の力強い宣言文の朗読、同
委員会竹森職務代理のガンバロー三唱が行われ、パト
ロール出発式が閉会となりました。

非農地判断について
　令和４年７月総会にて中島町瀬嵐、中島町河内、能登島二穴町、能登島無関町で山林化した
農地を非農地と判断し、非農地通知を発出しました。10月後半には岡町の現地調査を予定して
います。町会や生産組合で農地から除外しても支障がないと判断した地域がありましたら、ご
相談ください。

　農業委員会では「農地等の利用の最適化」を推進していくた
めに、地域の農地利用状況の確認と遊休農地の実態把握や発生
防止・解消などの指導のため、毎年農地パトロールを行ってい
ます。
　今年も９月、10月を中心に農業委員及び農地利用最適化推進委員が管内の農地をパトロールしま
す。農地に立ち入ることもありますので、ご理解とご協力をお願いします。
　現地調査の結果、「遊休農地」または「遊休化の恐れがある農地」の所有者に「利用意向調査」
を行います。農業委員または農地利用最適化推進委員が訪問して聞き取りを行いますので併せてご
協力をよろしくお願いします。

　農地の手入れがされないと病害虫の発生源となり、近隣の農地や地域住
民の方のご迷惑となります。所有者、耕作者の方は草刈りをするなど適正
な管理をお願いします。

農業委員会
の活動

農業委員会
の活動
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≪part 43≫

　

七
尾
市
農
林
水
産
課
主
催
の
田
ん
ぼ
の
生
き

も
の
調
査
が
、
６
月
８
日
（
水
）
朝
日
小
学
校
、

６
月
28
日（
火
）天
神
山
小
学
校
、７
月
４
日（
月
）

山
王
小
学
校
の
６
年
生
の
児
童
を
対
象
に
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

調
査
は
、
各
学
校
近
く
の
農
業
用
水
路
で
行

わ
れ
、
石
川
県
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会
の

石
黒
徳
広
さ
ん
の
指
導
の
下
、
班
に
分
か
れ
て

生
き
も
の
を
採
取
。
学
校
へ
持
ち
帰
り
分
類
し

て
水
槽
に
放
ち
ま
し
た
。
江
曽
町
地
内
で
は
オ

オ
コ
オ
イ
ム
シ
、
ド
ジ
ョ
ウ
、
ヤ
ゴ
、
カ
エ
ル

各
種
、
ア
メ
リ
カ
ザ
リ
ガ
ニ
、
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
、
タ
イ
コ
ウ
チ
な
ど
の
生
き
も
の

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
生
き
も
の
の
特
徴
や
見
分
け
方
、
そ
し
て

田
ん
ぼ
が
お
米
だ
け
で
な
く
生
き
も
の
も
育
ん
で
い
る
こ
と
を
わ
か
り
や
す
く

説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
朝
日
小
学
校
で
は
能
登
Ｇ
Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｓ
生
物
多
様
性
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
の
協
力
で
「
バ
イ
オ
ー
ム
」
と
い
う
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
の
活
用
方
法
を
学

び
ま
し
た
。
こ
の
ア
プ
リ
は
生
き
も
の
の
写
真

を
撮
影
す
る
と
、Ａ
Ｉ
が
生
き
も
の
の
種
類
や

名
前
を
特
定
、
さ
ら
に
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
を
使
う
こ

と
で
、
生
き
も
の
の
生
息
地

を
記
録
す
る
こ
と
が
で

き
、
地
域
に
ど
の
よ
う

な
生
き
も
の
が
生
息

し
て
い
る
の
か
と

い
っ
た
デ
ー
タ
の
蓄

積
に
も
役
立
ち
ま

す
。

　
毎
日
の
日
課
は
、
朝
１
時
半
か
ら

仕
込
み
が
始
ま
る
パ
ン
作
り
。
パ
ン

は
安
心
、
安
全
な
材
料
で
喜
ん
で
も

ら
え
る
よ
う
生
産
し
て
い
ま
す
。
担

当
は
、
母
と
次
男
、
三
男
が
行
い
、

お
昼
前
に
配
達
先
へ
納
入
。
乳
牛
の

搾
乳
は
、
朝
６
時
か
ら
10
時
と
夕
方

５
時
か
ら
夜
８
時
半
に
父
と
長
男
、

長
男
の
妻
が
行
い
業
者
に
納
入
し
て

い
ま
す
。

　
三
人
の
息
子
に
家
業
を
継
い
で
く

れ
と
言
っ
た
こ
と
は
な
い
が
継
い
で

く
れ
て
い
る
。
親
が
大
変
な
時
は
、

子
ど
も
た
ち
が
自
然
と
手
伝
っ
て
く

れ
て
助
け
て
く
れ
る
。
代
々
続
く
酪

農
家
だ
が
、
父
一
人
で
は
大
変
だ
か

ら
と
県
内
の
酪
農
家
に
長
男
が
修
行

に
行
き
、
母
の
助
け
に
な
れ
ば
と
次

男
が
パ
ン
屋
に
修
行
に
行
く
こ
と
は

自
然
の
流
れ
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
今

は
、
家
族
総
動
員
で
家
業
を
手
伝
っ 有限会社 くぼちゃんパン

て
く
れ
て
い
る
と
の
こ
と
。

　
パ
ン
屋
の
立
ち
上
げ
時
は
、
個
人

事
業
主
で
し
た
が
平
成
16
年
に
法
人

へ
の
変
更
。
そ
れ
ま
で
個
人
事
業
主

で
融
資
借
り
入
れ
に
は
限
度
も
あ
り
、

難
し
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
法

人
化
は
社
会
的
な
信
頼
を
確
立
す
る

こ
と
も
で
き
、
規
模
拡
大
と
社
会
保

険
や
様
々
な
面
で
良
か
っ
た
と
話
す
。

　
久
保
家
で
は
、
毎
日
賑
や
か
で
よ

く
話
し
合
い
が
行
わ
れ
、
ど
う
事
業

を
進
め
る
か
な
ど
、
食
卓
を
囲
ん
だ

時
に
必
ず
話
題
に
な
る
そ
う
で
す
。

一
人
の
話
を
き
っ
か
け
に
、
こ
う
し

た
方
が
良
い
の
で
は
等
の
意
見
が
で

て
、
親
の
意
見
、
子
ど
も
の
意
見
、

そ
れ
ぞ
れ
が
耳
を
傾
け
、
よ
り
良
い

経
営
を
目
指
し
切
磋
琢
磨
し
て
い
る

様
が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
農
業
は
近
年
、
米
価
の
下
落
や
野

菜
価
格
の
上
昇
の
難
し
さ
に
加
え
飼

料
価
格
高
騰
も
あ
り
、
苦
し
い
状
況

に
あ
り
ま
す
が
、
今
後
、
食
糧
危
機

が
来
る
か
も
し
れ
な
い
。
今
は
大
変

で
す
が
そ
の
時
に
農
家
は
強
い
、
食

料
生
産
を
預
か
っ
て
い
る
の
だ
か
ら

農
業
を
盛
り
上
げ
頑
張
っ
て
い
き
た

い
。
ま
た
、
息
子
た
ち
の
頑
張
り
に

負
け
て
い
ら
れ
な
い
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

　
く
ぼ
ち
ゃ
ん
パ
ン
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た

は
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
注
文
を
承
っ

て
い
る
と
の
こ
と
。
詳
し
く
は
イ
ン

ス
タ
グ
ラ
ム
等
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
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　今年は非常に雨の多い年で全国的にも水害による
農業被害が多発しています。七尾市においても長雨
による被害や稲刈り時の圃場への影響等々例外では
ありません。
　このような中、なんとか秋号をお届けすることが
できました。
　また、全国表彰を励みにこれからも皆様にご愛読
いただけるよう頑張ります。

経営と暮らしに
役立つ情報がいっぱい

◆発行日　毎週金曜日
◆購読料　一カ月700 円　年額 8,400 円

３つの要件を満たせばどなたでも加入できます！

◆加入資格
　６０歳未満
　国民年金第１号被保険者
　年間 60日以上農業従事

お問い合わせ、お申し込みは農業委員会へ　☎ 53-8440　FAX 52-7765

編集委員長　長田　章・編集委員一同

を購読
しましょう！

　税制面の優遇措置や終身年金で80歳までの保
障付きなど様々なメリットがあります。
　お気軽にご相談ください。

国が支
える

国が支
える

安心が
大きく

なる
安心が

大きく
なる

農 業 者 年 金
[愛称]

担い 手 積立年金

　田畑を埋め立てて農業以外の目的に利用する時は、農地法で定
められた農地転用の届出が必要になります。自分の田畑でも必ず
届出をして許可を受けてから事業着手してください。

・農地に自己住宅を建築したい時、車庫や駐車場を整備する時も必要です。
・農地に納屋を建てる時も必要です。
※ただし、農家の方が自身の農地に農業用施設等（200㎡未満）を建設する場合は、届出で
足りる場合があります。

違反転用
していませ

んか

　令和３年９月１日発行「七尾市農業委員会だよりNo.63」が
第28回「農業委員会だより」全国コンクールにおいて「全国
農業新聞特別賞」を受賞しました。今後も皆様のお役に立てる
情報を発信していきますのでよろしくお願いします。

　転用許可前の事前着工や違反転用と認めた事案は、事業の停止や現状回復の命令がされる
場合があります。
　登記簿が農地地目にもかかわらず、他の目的で使用している場合は、早めにご相談ください。
ただし、事案によっては転用自体が出来ない場合がありますのでご了承ください。
　既に許可されている場合は、工事完了後に登記地目の変更をお願いします。

「農業委員会だより」が表彰されました


